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―日中医学協会助成事業― 
「日本と中国を精通する医療ソーシャルワーカー（MSW）の人材育成に 

関する研究」 
     

             研究者氏名・職名：   沈潔   教授 

            所属機関名: 日本女子大学人間社会学部 

共同研究者名・職名：  張秀蘭  教授・学部長 

             所属機関名:（中国）北京師範大学社会発展と社会政策学部 

 
要旨： 
 日本政府は、長期入院を伴う医療目的で日本に入国・滞在する外国人患者と、その付添人のた
めの「医療滞在ビザ」を創設することを決めた。今後、日本の高度先進医療を受けたいという中
国の富裕層の患者の来日は増加すると予想される。その人々の医療ニーズを応えるためには、医
師や看護師の役割が重要であるが、日本と中国の事情に精通する医療ソーシャルワーカーの存在
も求められる。本研究はこうした国際的通用性を有する医療ソーシャルワーカーの人材育成に当
たって、実践的な課題は何かを解明することが目的である。 
 
研究経過： 
① 上海国際会議の参加、発表及び現地調査                                                              
  5 月 27 日～5月 30 日 上海復旦大学主催の『上海論壇』に招聘され、「医療・介護専門職の
国際移動とアジア経済発展に対する影響」をテーマに研究発表し 
ました。国際会議のあいまに復旦大学社会発展と社会政策学院院長の彭 希哲、 
人口研究所所長の王桂新所長、ミーティングを持ちまして上海医療機関の医療 
ソーシャルワークの現状などについて、意見交換しておきました。また、5月 
31 日から 6月 1日の間に中国社会福祉会を訪ね、上海民間福祉団体の医療福祉 
人材の育成の状況について、意見交換しました。（旅費は復旦大学が負担した）                               
② 中国ソーシャルワーク教育の第 1線に立つ朱眉華を迎え、講演会を開催 
 7 月 15 日に上海華東理工大学 ソーシャルワーク学科の教授朱眉華を迎え、  
日本女子大学で中国の四川大震災とソーシャルワーク支援及び大学における医療ソーシャルワ
ーカー育成について、講演会・懇談会を行いました。福祉現場の職員、大学院や学部生の約 20
人が参加しました。                     
③ ９月２日～５日釜山大学国際社会保障・福祉国際会議に参加、発表（沈潔） 
 発表テーマ「異文化ソーシャルワーカートレーニング」を題に発表した。                                  
④ 9 月 6日～11 日研究調査、共同研究者との打ち合わせなど （沈潔）                  
    北京師範大学共同研究者の張秀蘭・王振耀 教授との意見交換 
  北京大学医学部劉継同教授との意見交換 
  北京中華女子学院ソーシャルワーク学部矯楊副教授との意見交換 
⑤ 2 月 24 日 神奈川県での合宿の実施 （予定７人、実施参加６人） 
タイトル：東アジア少子高齢化における介護人材について 
⑥ 2 月 25 日 東京ミニシンポジウムを開催 
タイトル「医療・介護領域における福祉・介護人材の育成―日本の経験と中国の発信― 」         
 参加者：海外招聘３名（うち 1人は家族の事情によりキャンセル） 
     国内招聘３名、 日本女子大学より３名（うち１人は副学長）  

他大の研究者や大学院生、学部生、福祉現場の職員など約 50 名余りが参加しました。リラッ
クスした雰囲気の中、積極的な意見交換が行われ、今後の協力体制や共同の取り組みのため
の良い土台を作ることができました。 
                                

期待できる結果： 
 上述した実践的な課題を明らかにする研究は、今後の日中医療ビジネスの展開に当たって、教
育プログラムの提供や政策提言が可能になる。また、研究成果が、今後のアジア地域全体の医療
ソーシャルワーカーの質の向上に貢献することも期待できる。                    
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